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3. 幼児の体力測定
　幼児を取り巻く環境として、一昔前に比べ、遊ぶ「場所」、
遊ぶ「仲間」、遊ぶ「時間」が少なくなっています。かつ
ては、兄弟姉妹あるいはガキ大将が、親や保育者の見て
いない世界で小さい子どもにさまざまな遊びや運動を教
えました。しかし現代では少子化が進み、路地裏の遊
び場も減り、電子ゲームなどの影響もあってか、群れて
遊ぶ子どもをほとんど見かけなくなりました。
　そのような問題を受けてか、近年幼児の体力低下が問
題視されています。体力の現状を知り、対策を講じるた
めに体力測定の実施が有効と考えられます。具体的な項
目としては、25m 走、テニスボール投げ、立ち幅跳びな
どが挙げられます。運動能力のレベルが低い子は、身体
活動量が少なく、この時期に獲得しておきたいさまざま
な動作が未獲得であるとともに、望ましい各種身体機能
の向上が認められないことが考えられます。
　評価が悪かった子に対しては、日頃の活動からその原
因を考え（なぜ、遊び習慣がないのか）、屋外で元気よく
遊ぶことを好むような言葉かけや、働きかけをしていくこ
とが重要となります。それらの情報を的確に周りの大人
が把握するための体側測定と言っても良いのです。
